　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　　　　　  掛健保　第 　８１号
平成30年10月１日

　居宅介護支援事業所　各位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　掛川市健康長寿課長

訪問回数が多いケアプランに対する届出書について
　日ごろより、市介護保険事業につきましては多大なる御理解、御協力を賜り厚くお礼申しあげます。
　さて、平成30年５月２日付け厚生労働省告示第218号にて、「厚生労働大臣が定める回数及び訪問介護」が定められ同年10月１日から施行することとなりました。
　指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準第13条第18号の２には、一定回数以上の訪問介護（生活援助中心型サービス）を居宅サービス計画に位置づける場合にその必要性を当該居宅サービス計画に記載するとともに、当該居宅サービス計画を市町に届け出なければならないと規定されております。
つきましては、同年10月以降に作成又は変更した居宅サービス計画のうち該当する計画について変更した月の翌月の末日までに下記の提出書類を提出願います。
記
１　訪問介護（生活援助中心型サービス）における届け出が必要な回数（１ヶ月）　
要介護１＝２７回以上、要介護２＝３４回以上、要介護３＝４３回以上
要介護４＝３８回以上、要介護５＝３１回以上
２　提出書類　　
（1） 初回提出時【提出部数：①のみ２部、②～⑥は１部】
1 　訪問回数が多いケアプランに対する届出書　
2 　基本情報（フェイスシート）
3 　アセスメント票
4 　サービス担当者会議の要点
5 　サービス利用票（兼　居宅サービス計画）
6 　居宅サービス計画書（１～３表）
（2） 変更提出時【提出部数：上記２（１）⑥のみ２部、②～⑤は１部】
1 　提出条件・・・訪問介護（生活援助中心型サービス）に関わる変更を行った場合
2 　提出不要の場合
軽微な変更を行った場合、認定更新等に伴う計画変更を行うが訪問介護
（生活中心型サービス）に関わる変更がない場合等
３　提出期限　計画を作成し又は変更した月の翌月の末日
４　提出先　健康長寿課　保険給付係

　訪問介護（生活援助中心型サービス）の届け出
が必要な回数を超える場合の判断基準
  １　訪問介護サービスを希望している本人が出来るか出来ないか
　（１）本人が出来ることは、訪問介護サービスを提供することはできません。

  ↓
  ２　本人に必要なサービスか
　（１）単に利用者が希望することではなく、目常生活を営む上で必要な内容・回数・時間が保険給付の対象となります。
  ↓
  ３　同居家族の有無の確認
　（１）独居それとも同居？

  ↓
  ４　同居の家族等ができるかできないか
（1） 同居の家族等ができる場合は、訪問介護サービスを提供することはできません。
（2） 同居の家族等が出来ない場合は、家族等の状況が障がい、疾病のほか、同様のや
　　　むを得ない事情により家事が困難かどうかで判断します。
  ↓
  ５　代替となる手段があるか
　（１）ボランティア・民間の食事配達サービスの活用などが可能か。

　↓
  ６　上記１から５の手段等で対応できず、厚生労働大臣が定める回数を超える場合
　（１）サービス提供月の翌月の末日までに、健康長寿課　保険給付係に提出。
（２）当課で届出書に受付印を押印して返却します。
　↓
　７　地域ケア会議の開催
（1） 対象者の管轄の地域包括支援センターから日程調整の連絡があります。
1 東部地域包括支援センター　　　　℡６１－５０５０
2 中部地域包括支援センター　　　　℡２１－１３３８
3 西部地域包括支援センター　　　　℡２３－８６６９
4 南部大東地域包括支援センター　　℡７２－６６４０
5 南部大須賀地域包括支援センター　℡４８－５３７０
（2） 会議には、対象者の担当ケアマネジャーに出席を求めます。
（3） 会議では、管轄の地域包括支援センターが司会をし、議事録を作成します。
（4） 会議で内容確認後、多職種協働による検証を実施します。
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